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よ とも・ ロックン・ロー|レい点軸こは,カンド〕一み均rス容ンとPfRし、て、、て8ザレス
1〕ヤド桂場甫ると,持m ょヽスムースにロックン・口,tしの中へ入って行ずにが,小さやつ

の有はBセ協メド出尭おりちた、とぃうのが面白tl。 とに , 瑶々日付つが
B吟ェス,レ・カー

ユlWレことつかK善 るのと、 片田は・あ春t〕韓味なさそうに岬いてい化o甲hュタン・カ
ーこ| lヾレお寂 行きま帆 均ヽ ?」と, 小書坤つが聞く。r_回 自だけそ〒ったttど…・」

それLSA上は、占闘は龍ら佑台`った 。率約争にtず,1注 やつは , 艶赴佑カント1,一の



レ出しに鶴神11鹿lするがら,CSや フォー/7と叢 t〕歩き・持日の方は ,Caw→ づ1レース
→ロッ/7)・□-1レハヒ花曜じk文引寸だろう。
r挙熱照tあることこ解呈イ逢でもあることの差とは,きt〕と魂殻 しなければ

'い
けFaいo

当組でぁ ことはすでt3-程の角こ率おの紀'。龍黎こてRあることもあこ畢になりうるのだちW,
、なら灯れ るヽ可nむ性tよ.身銘こさコ〕も髪誠蛙さのおおやはるかttを、、し,まど,てぃる」

(ぼくはずt/■ll一が大ほき)
とのことがめからなじ1・ めが国症 者tらは,持mのいうrtじの燥乳J丁卜、夕l1//s
目ぜあJと, この動生尭 ,現 実のものと眼 館 できなして,ぃる。 単細とさに留謁
者B ttκを許本レガ↓指違中は々 巳率的だが , 電じの螺亀」

r卜ヽ
今|レ冶日も1めJ

が,L● Dや広婆衣ぶ寂 ぃず実現可能で・ある均りよわtし改薙した建中も名じ率
的費.セれは ,理またッぜ一を生灼を世けで',たちまち風化した。

lq的_qOへ ,スタイ!レtけ はt文々 とおヽ たが,弾勲ぬ ,て比ゅえ々 B畢占勺ra歌はう終】
れ稔1す、師七W済品tlてしお oいめめるつォ考中ロック均寸,鶏 界やCM タ`カ ムと

な定れ途付電のは目も軟 ら馬ない。癌ど逢初 cM タヽンカこは,醍 るヽような叫sぐょうな
オツマッなBッ如 が い うくて ,あに
ると,50～■0年代に・↑ttて. 日本てヽもい子
年る、ぇば ,崎R佐知チ,な 砲4o子でみ

を引製蜘でぁる_と ぃわのは正籍ではあるが ,そ れら1よ慈吉 ,ト ータlt/な目く釣fl
と、よ係 研ょぃ,帥 ねフラストし―レョンの軽枚とい 志隙としない〕と芭い切
ぅてしまおう。ザルースゃ阜ヵソ・ローlレがな詢れるまでには、 実1■多くの花牌礎と輔

があった。毅後ば ふ3o年R防ギ,孝 だ掛洛白身の敢は生ま嬌こぃるいっ吹

A化ち、よ者オント」「予供たち1ざ誌ォン午」(細 こせ)古朔t・。ギロゼの付`3おt巳
世の翻 Rヽを 確 るf1/411■4ボ 志 1こと文もBB本 は ,絢『も笹身なぃせろう。

張鋒のキ虫、今化ろは畿封＼:1

おラス壌 差浮 のと 丼無目占貨他府A.
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r瑠うことJ州触、なキ 与 Doし
プカプヵGD一

1氷は、「習う」と、うことが、と下ぴげ苦孝留し、韮ぃ■`。学生のザメ%でtるに

諮編隅 堵盛=段准ユ章経継渋l塩拾L駒
老れをも、 とに小く前向きでは竹ぃことttけは疑玲マ、ヽ、ヽ悲健に六年の2年生た

q

とぃう1筋谷赫和隅ゥぁるし、ぃ争だにr8Rl勘」ぐらぃu卜こにとしぃttのがる 1ヽと

ぃう■とt、その一つ小もし晦 tl。をあ、ぃろいると、たの孝ほとこでヽ、卓試じにやって
みるの世ぶゝ 矢基 、セうしヽわものに1をウ中に輸何なt のヽであ_長、もくは、確 こ

こけ切ていぬいに習ったのだが 、ヽ今てヽは、やりおぐらぃし47X弱にな っていなくて、ヤ
ノァを出&七 千っれヽ lt、れてし孝ってぃるし、 最 近そ1を、ゴlt/7〔!!)体ゎぞ

・
と絵

あって、習ったの把ボ
1、
これもとうてぃtのに、各t)ゃせんのであし,各キ。

それにひきf7Xえ、
「
習うこと」が

'上
年で、ヨ睡昧承たぃお人もいるわt↑で,、なんでも

為双 ・も習ヱ 、物孤する人がぃるの増tⅢ屯と`、翔ltこ、イうぃうAにお十tスレットナ予

Lttさらさらするわ1+でもf3い。孝あ、取母財ゅき」る、わことば
・
で・韓:く■ヽ的す(rレであ

るが…`…。

で'、々 にが
・いいtこいのわヽというと・物|えば

・
ヤをこういう、3めl~mltて泳まと__

っ知 、艇まうこと」がけをftttと 、堪勤こと」が張いfぁ午とに■・ある_、 白分と

レ毛は、でっち押Ц、い世ろつ小しヽ わヽのである。

υ栃ん、1去lと、兜ヨうことょボ張、輸伍のⅢ力がぃしりである。あらに均きを:なに

も、残藁劣無布tゃってる巾tすじゃfJいんだから、
r省ぅ〔IJが ほを々 年1を、行とや【

に支疋やれtざいvlとぃうの,マr「習うこと」が,と確tわ佐 、なっpられので寸。
こ伐に、材将験的に老ういうのそtD
じ流小助卜し、抑 は、あCそtウ軸 をPsEl&ゃっ翠1後の中でのPaq絶であl〕歩して、
安隆にこれ、わtのた一 「担うこと」が臨 汽 t_と 柏与にしたら、これ馳 数い こヽと

時なぃのt・・す。それは、ち 、夕もじ七病抑圧 しとぅのであ的なす。(これれ ,電 に 、材薄郎勺

に
… ・

)

r鬱うこと」がFゴ どtと相4に文t路i子うがま,ぼと埠祐のt3…・・、マ賊的、札ぱ

的、セ怖竹4はき,ひPら……し、こ侍お矛そにこソ毛ソし☆るのは、ぼくばか!1で13あt3

なすなヽ 。ヽ

■駒■拘」とぃうD残には、9ょっ猷え 、マ角tJ男一一
r習
うことJポ崎ぃおtと相争し

した嘱の、そ後・ほという43X、自分の1ぷれヽ にイライラし[ぶ らも、務 神ヽ,約 帽輸対駐

也名いとヽ わヽ、f材弦はr3Lじ協わt」が
・
読と冬れてぃる0じゃtstいとばてにtよ忌える。

声盈観挽ぬ者姑悩
とで
、口↓:需隅F

花ぃαから再ギそくぅっていっ rt/a的七」ヮ宅kが

あにいに崎ド萩燿・ 15



あたい た ばし や 拘をいわ
いつもコ
°角守・力"・ヵ

ガ花効あんi虚tネ、嘱が域をそ.ぃつt7>フレワンフーソ
かぃらのこと持んか !手っ【!らわ`してい ぃっt7ン7ンフレフーン

あ焼 が流 いの残た嘱たちと 夜 谷
'あ
lt5孝で・

転う敵 全仁粉るキそ・

力たぃ 踊  やあをぃゎ
ぃつも,レ 脅レワン■―ン

p曳iキ、ギえ争レIが
・
オttッサit/。このB民、しかし、晴ヨうこと」ボ

・
ゼ穐じ寸LAFalによ,そ、

わR使 確Lざ距πあるようですo為ヒ料小おt,tマ劾―た。称ttは、この口興うヽ。と,Z七
句にヽ ,ヽそ、鴻ようそすo前 闘ホ絞 、ギわンエと、彼とが

t一能に並拘だ察 が欧
諸 り十オじJこたったと揮め,D幻ゑ魚に■っ記おti毒した。キた。雑北幻蚊貞じ化w
r鉢
卜の孫 七徳々そ住Jそは、徒ヤがギタ_小かえてこの唄こうたうじ―ンが.お

誌しとは翻孫竹じt●=孟入さ的ていたし.「太陽に1なえるとのr碧確に執い軽 |」性む■
(1欽の見に『太颯にt3えるもでは、い孝のとこう計 が最高十一銃管竹株進めでは、諮
の錠と"■ろ1社のレコードが r"執力 Jt価ロホ哉が典潰、海1中うた有ひ止 )。てし
て,玲 をっ激 』で1ネ、解恭倍のッーレ砲・、いヮウマキなんか歌っている煮座栄代手
埼W、社 ■41Xtttlとレョー竹レギ|すぃってくるなり、

'お
力 」とゎたぃはす。

小榔〕の行くところ、しヽたるとこらrザ角プ角Jあt〕であ 。雑年の麦ギ3tは tt3ん
のこと、徳 鈍 寄化 価 敵 君けもい1・れとヽ 、ゝぼくにt ―ヽ tざtr習

つことAボ 張いF3革1こちがいわい。r レヾーtr習 うことAと拒る曖 、そ韓 にたった徳t
の線燕ボ、米政 「習った五↓のじゃないことは'確小!
r不道終な表使■で、自分にいういう「在けとてく可げ革J男に与に、白ン髄η内体て

・
、どの

が1と近えゼうとす3射よ、
r習うこと」を提否fa夕体との一っの牛付″たのかうしいれ 1。

そん牧往年均や、r】狩店に軸は来るヽ寸帆と
・■で、一つたけなマわろうとす3.

rおぜ?均 せ々 薙 って、たはあんなにこ巾ぃのに、勢はむうじそこんなt張 しい

のマ教峡又 ▼」,7。
「習うこと」が環ぃf■tを 相手tぎ十ると、とうぇ艶かしいかヒ

ぃうと、発鴛こんな的けのわから体ttことこ輔くから。てしそ、たりヽ こと、身にと,
て1を、うにしくるんのとちゃうやるわヽ?

て'4.Fe′年)

へ佑
讐

う

宙口円門「コ蜘「〕瓜現し



ひこうを雪この
夢韓 夕YAS=ユ .―きレ

■―ミン大特浅と告,ても、程驚t古、ユーミンについて△く
何も任めない。でも、ユーミツのロス・覧確・★寿!よ。大輸さ
f3のt'。そんt3わけで',レコード

｀
こ要,た。てのLP

の後名はrひこぅき域」。イ装tよ■―ミンの曲に牟兵 ,
てじて8懇詔千ね安tも喚ⅢK′ ューミンのせ零にマ〒って

み卜うと博めのに。

■ベンの歌は、全てなoあ こざれた
・。 埋 !こは雲

ボある。蕊がある。屯ちろ角沖さしぃRだ
8。
とは

地屯一体にな文る。そして,空には文使もいる。
文後のか'て実る時は、■―ミンにとって,暑,化どのた明け。もやのょうな、需の
お苅 っ`た鵠 。そんな時 ,尾根に替って,壇 授 上tttkると,離 がか〕て光
るの定
・。イの実イ主は、欧週への確段」み化いにr批工lよいいお,?7ニカラー把J

な灯(・宮っk均
｀
もしれなぃ。 ■―ミンは・てこで「千9これつ―で屯,拠生はた

いくつよ。私を策確の回へったとにJなほ 吉わ。女〔費は・業たに筆いのでキ。
r毛ノリ□の衣回せttu・・,ぃっで8も大わ狩t札咤J。 2たは、急ヒコーキに象玉表
々の風へ 〔ンロ?若干,装【来た佐!)。てこは、観にわつる1のオバてが素暗し
さtt海もヽていた。rきるで畑 放化ぃ博わ」「てうさ:衣回ミ!」。 ■―ミンtよ。てれ
から.狩さしさに包まに ,衣EIの生うちとすごじた。でも、や,1引,、地上へ1島り
化<佑足しよう。セこで',I― ミツ1 家訴芝に身|はたなtギる。「と均やぢて地上へ添!〕

る7蕗 ユ1なtq46年に.こりっしゃったせ
｀
」「せぃじょ一試ふ。独 3,こ こでの生お

で卒! ―ヾじ載にね北的.スーt■マレも碁じゃ仏いめよ,tt上 へは憩い口比糸【B
み| -ヾ1 ラヾじ‐―'一で・一遺論とJと亀兵従ぴ郷〕た。でも,その時 やさしい薇音・

パ御じヱ業化。r、なんだ善小」。 ■ ―ミンは崎とヽ 眼`で,総と編ける。夕に

、ぶ雨。名t3と。
「′争B、よ、看t,唾絡.夕代はと、マtB雨の【捻f‐hが ,薇の缶

て`鐘3めと化が擬 ぃょわ」.セ眠籍iは ,t殺げ町 4と 孫ると

誓準t壌建 撃
ご岬h十 力ヽ Cレ ンrtレf●.いLlttF!ぱ小り
欧荒井由実掛ご難獣筆料寵督路播泌晶大韓ふ

百ホ菖=ま (を手や)を 味・古姿・日本西

荒井由実●劣こうき雲

き , と  言  え  る

苦・挙.卓1装

尊キriモ狩卓安
進墨韮幾楽選皇雲

ダ者=電蛭i

多す
・「,士升;子=意事 単義業

ひこうき雲 L P 売 井 白実

ETP‐9093

。こぅさr/こ り費/志 のスーパLバ ラシュ
ータータ
″
賓と

章の0さ に向けて/告 ,と言えヽ/ベ ルベフト
・イース

ター/工 とコーキ/雨 の街を/二 事はt らヽなt /ヽそのとな

レコードからと首でテー7その的に比市することtattf■で景ヒぅrLておりまロ
募作 =ア ルファとアツシェイツ株主会社

発売元=東 芝 E M I株 式会社 猟 D E  IドJ A  P Aヽ



程色手.ュ_ミンの口曳と岬きつつ、お、と忌,た。押 爽ど角のボ‖軸を、理を白ぬ1●
盈無 島ヽと免て ,メうかじさんに rと、っけて、r ・ヽ力共つ(島)1を、とと飛衣るの統 」
と十ギ略′/うぉじざ角とこならせる。 ■一ミンも、きっとt卜となころ、マ初 ギぶソ
乞えをがら,マ勲 3rな う阪 暮小ら高がtlhってくるの」と代ギ

・
確て、ママと

囚映たのじゃなぃかな _… .と。

セんな力■、世界が ・感 じ功崎のせ 。動 Lpの 場 特 卜に,■―ミンの,卜さなころ
の卑真が あって 、その写真を乳てると〕るこ 、 考 角なことと思って硯め 。ューミンの
七,化 るい 、知 ぃ声が .頓 と歌 こ筆Kぅ に〕になって ,不 思執 ヤュ世界と偽!もし
て院う 。 母 的壊悔 、き的 _と ,文 伎が 、13んとに 、おtlて来るようf3。整
を開じると,とこぅもともなく知卜の老ポ観これてくるような。■―ミンのイには

密ぼt  撤 禰鷲!鶴亀盤た看を協
クであり、不懲訂 みルさしさを指 ,そしめのに

・
と忌わ例た

い
。

(14.4.23)
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キャラメ】レ・ママ Ly M・G.M A0
■ペンのrてたゎき壌」の孔 ンツは ,‐ ミン+名 巧メtレ・くてでヽコ′ラクは条ずが1レ貿マ

ギネ。マガネスrギ岡し卜いっtftlの穀はJのrもつもキ序Xtレママ(7レレツ13,表馳

十キ帰ょtレママ)で`今単が鷲缶出ベスト1:′もクの受表iぶ.藤 曲成上,【購ヱ以室

のフクザツ`な7しンソで,も拐菊議曲に入研卜 ネヽー。皓にじ7ノがいいr字 品rンクとⅨ

上t単?子 16のrミ__じ、つもワず」(つジ) こヽマ湯ス キ:名ラkし
・て は長 。布 Wt/・ママ心

独腕 .へ ン`ド・太レつttて、蕪 ルながら減抹する縦 悔 ,鳴↓,いヽl.t拭ヽの殺は」0

イレソレは,オマてギるitはよっtずと1牲tいのだうわ.あの黎康体甘7ノ・ソ回の部分tお
'与

卜苺払ヱて,〒ジ終わ蕩にしてあぅtれ 、レコ
ードの頌活の時tよもっとンヘン博った

よう。ていに区も、lvの者繰封熊銀で,ドぅマーぶ縮 詠いがら親蜂十るわ恢詢

めて■
｀
。名ラ米|してマは換脳部る魯ルや上萄わkとも黎臓い るヽネ。陽文りLPの7しン

ンは,星掛胸ドやってる。レb世牙仰韓明億)の母静項む蛤J例もつもキ"淑レ
・Rマだr

rふ れ胡 Ⅵ椴麟」のイ年1詢.想 隆は_モ
・
は筑れ戊触ダのメレl上ヾ。

Sは型いわ

ど負よ、磁娘 のfミカで名七上lドにぶレド.韻 _我ラソ十ギ rじドの日体怖決たい

い軸げえrひめ苦安Jの薄り ・鋪 こt伴ス)ずはっ帆出町と物森能なの電
・
。



いつのまにうWtttは by CYA

来吹 圭しくも研隻くもない。 も喝 購 レ々しヽとしヽった方がふ、くらしヽの軸Bひろみ電ぶ|
練“と,雑秀頓略サ年のなおど

・
レtよ、Tatlぁく狩こじ43Xった。

ilA4びくるt〕どげとヒ女デtする競閣。 在の手でも、 Ⅲ そウをいその一ETt乞,tょら
1なとAyfdなるざ

'レ
K・・みたらぃいのか。 こ的おきもにときじ

・ってろうちtし、 たちまちにt/K

セの考室仏錬PBRは過欽 しまう。 ぼくら1よ化ど ,通ビ去ったものへ分<れ、と、そのま
十ぶざ
・
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由のひばt〕Lよ黎捕 及の一人と断こ東勢陽
オる控ttそ・、てれ的え、もっと交m目 に虫
表げ)と壊熔の不孝と雷ったくらしであった。
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《コTレ白客 註 ひば!〕》とぃう=☆とば 犠空申t,年ぃ井跡 ?律
t るヽ。朴比aく、r茎輸 t,のどこじ?的てヽ靖小―・

齢 .首強韮に13なi 巧`千力d]
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孝求二 曲 姥 、槌 一、辺 到 、

獣   説 盗 根 f挑 透れはこじ aれ 恐土あるぃはR景 民8
の子<ささと対比けて敢持力よび寄切力、/コョ十(1卜求の価改尭セレス)と強調t
裕 輸 でtょ七か兵 介 Dり堵ん、い としヽってそれが的るしヽわけで1よなし1。均ヽ
れが日本の風土 、圏黒と仕韮への濁tじ`と力説村れ1轟 じむゃヵ韓刀部 とな
向ラrうに、おW旺ゐ碕軸 センスが仕ときてきそしきうという′ヾうドクスミセ、識 ―

ムの竹!しンでヽなければなら仏と思う把けK・・ある。支れには糞塗て月ざりと(たと
えば )れ はヽ一の験 に内在瞑 、、る風景とさく'1〕だし、各係報一の

よ
歌謡
夕
蝶

mの 風盈ヒ恥ミ 陀にあして セの相 生点をBR確化 じてぃく義汽ボ軽翰 う。
ただひめ衆食に吉えることは、輸騒ミa跳 一』朕来、各絲 ゴ雅赴Llてきた串
iき、圭壁ひtざt,の水じるような男て・はなかっ在る、うことで・ある。小門ろは、近齢
きで、軽身“ 都1子がよくて、往生薫ボコ1も忌〔て、食酷で t他人を毒
るとうなことさえして)、 仕兆鶴力がおくて、 まあイャラy男 たのtけ 伍沌8、

いくら表現でも、う衣瞑 rニギミtボ
・
しった 」イイ察ではなぃのである。行を考え、

御rを孝打てぃるのが崎`
'こ【にさえ的悔 盗窮ほsttK 「こずミJと も とることがでも

なぬのかもしれない。

てt又、前喬縄夫人、衣監ミ手のこ使のことヽざtな、寄漁段的の組はの封喘と
工く御的tるにたる働 ではあるまいか。r窓穐はょく、

S冷
☆紀鋭St3ときlな

ホッペ の々よい、抽 、面密l慰ηt ぃヽ士性がぃぃをあ
竹
じぃ。そに、怨購、孝

謎継練習謎藻で、、もこれがt尋電対これてくれれ帆ば当争ダヽ
がない。紀占各ltれば

'、
ね六といなt〕にやってい小毎ければ

・
たらなぃ。てら

■ミ昇というものであろう。                          .

〔能1〕 F任ぃ増像・をtれ蛙 Jとぃう快臼の1祐で 、t帥 が 高回ユ平に
la心又 「豚ド.ラr9-背 ってぃ1」ときくじ、&平 対承 rトッず隆とし1ってもら

盤 路 洗 剖 と賢こ点灘 襴 ?塩 科韓 螺 躍
小ず、r卜′プa」と者<的t十であ 。 殺

さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
す

き

つ
そ

６

(q4.r7.16D



ェロスの静惑

ホレぅ/に的 、とうでも最くて、掬軋くめらめく士のイ/手、怪繁う与ほE倫は

御 “へ行く 一 独 わヽ寄 R十 核パス 。

Ls・/ 4コック4御点A日 本にふ舶 ざ こんな為民離 と,く〔ミ組銘腱。か女 は

傘抽  ヽ夕域先先をコロコロす想像拘小t`雑崎巡る、果てなきI

B打 道行きに、勢之 嗜妄備 や性 鷲 れ
_。

at脅孝れ 、1 うヾ幻つ1ま納 輪 民竹一ン」。壱とにもとt十ぬ謎

とその .繍 小あつばみ1ぶ■x幻■X。

さ胞 、ゃキにはマサ孝o く表貧ぬメB→ 〉口at、てぃる、 と□κう・タネは

ギ

1ぺ

公 【 俺 。 為 1引 Bの ひ ら ぬ き 十 一 あ と |な た の 薗 た

。
一 ボ

と
ド

・

レ
ー
Jレ 。

傑 aと iゎ な fl弟1昇8の イノ■ 十一 ● 離 太式 。 っき 1は tの 並 巻 くイノチ

n能ず。

競時1■神 ltそ切騨たい、ArA~tA8Dの亀ュこ。効 岡整

塙疋はしてモ″、と文るEll症走ぁのは、し卜がし卜にかける血が絵づ与
_ぜ ・牟価?

愉 輸,品 れ 、もな t片べて。篠 に,げな吻 銀 _は 強

ぃ。七したPBRゎんて、し.―マこズム、あれ範らル1

3.[Z.25.

哲

OL臼1記.牛ぬ のf浩奪
しのご島Ⅲoは、‐L「におあため幌 。任littとの葡地ちヽ輸るのた|ョ。

念ぬ佐ちが績蛸ら的ない!?ン健れを使っt-4に、"幻 任の

文Xメ!ムレがた北ひとっのコ甥尭一 ■ta致 煤とこ定奉されてし、るも
のは4中努下、マ>じョンの如 にヽ萱軌 し1。
し↑も、ま札化ョカッづ。第財軒争吟しく々 ほHこ壱っても、t羽 卜ごlt射貯。

掬裕ω ta(辞 へ琶11て行く、電場古と及っt☆諄館あ中辞ツ

えレとある徹監、稔歯でお米橘布感路、無塩。

孝のょ、蕗上占くtをある畿&で1な毛各り,マが軸 へこぅがり△わ実
比 、よント佃の中1●力れドあは、れる玄調尭に3るた、縄Fられてしヽるや〔tⅢ

染念は本ルボ律ってぃるの企おれが軽 げ■路か小、率賜tiそヽき“い
蔦々.L●Dゃっf‐■きも、これぼぃ解血弥出邪仰悩仁ぜ。
3ち5ん、r7xマ、、/クス、中It i召率会の白表じ―ン。

行 移幻もをく報し筋 ここ税減起と指す。甲斐るい嘱の、1もまいに、牟

!は工:と叫んであ、W晩 、uゐぷちゃ々 。

1性蝉廻Hl紛 7シツロじ一 。残勤鞄 rミッヴシ.ミ ドレーンttt rでんと

Gtギ Jの 、い院 祐命と現葉やt)の回乾パ▼ド子造りし―ン。案神真技は

Ftぃ暴ヵュコυいリマー。と救 ふDt_。でも、中ti14照基t本一寅と16デ文し

ま,■ntt。 い ぅちょるソ。

28



¥じZ77じストrに十ざる向
ちぅともちれ んのが口中と。

イキイキ佳身の中|1確 と、なるで1人7//同体めれ 。ヽ苦tとしイ命のオブツェ挟国 F牝ガ部う勾歳』

は十二てるけむ、人影イ礎いの子のの でこンターツエミ此ら暮う1をと・、中||1架金はく書年〉じ町をttotふ的

料牝崎utし 4ヽゴ均てるのとちゃぃ孝,う`o(〈9士 部右銭膨麻つ

ふん中|‖え解会とイ拐!γ行ってものo田中とのti頓寄しにヽウ悔栄1.キ甲さえA孝んとtZヽ谷生しヽ、ワ。故ぅ【ふ

いても中li陣照金、名レと自分幻文章し勾口ぅではる。班|き各ようにさせとしヽf―」ずる7カン。なく′惚れた

ギlヶlⅢ覇t 千ヽ
“
I。

5つの鉢践陀範まるか11? 時OYAS

F59偲
叢 』浴ゃ後 母 セ 諸々 と、,廷 、名 、し、

とt/K、投初鹸過でぁ̀ 9.雰土〃です。セ"は 、rN)ら

ド翻販動が 、角 衣t771●tt,もの把 。把わ`ら、rらつの

答職 Jには、費と'筋合|を前、r |ヾウッドの
｀
じク離
ウ

ド感じちにるのそ十,

This ■ itt■ e penny is tO
wish on
and make your wishes COme
true

象知ハ伽瞥降C程 」てキ。/ 1ヽう、7ド錬回は、キ

じ陛 んのA・じミスヘとはこ&式a酵れ色ぶある。

昨at4.来峡血Flめ勧険貿点』を朝コ世
8.

で、つ、ことには、十`′rヾヽt/としたムード。とう

し渋ん佑ぃよう十チゃtlきに存さ。多崇離主が、もヽっ

tどいだつな【て、民終_化拷 1ネ
t=いうツ仏気分

に作採 素沖下ク化十び
″
作の7Hす。そ府“ ∩げ

栄熊勘でも、r 崎ヽ 亨性駄ぬF純 ィドン・マドペ

ン■昨』とをると、ギ
1う!!とかわ【lをす。叶ん小じ

作がら、コ仰 1企ぃ行がヽ、輸みし合し、、助時合,

て、献雅レ乙行く。みピわt十にすが,ヱ怖んとt7X

牲を卜わ育 ろ役ちの率は、やけ〔〕ゃ准は、孝れ

1こ・だ勧しそし手あ。化Y先死んそtR各雀螢■〔十
1をキ争ztれ、、ォfTt、、と能丁そヽ、るいうる晦t、、.。

●

This ■ itt■ e penny is to

drenTn On

and drettrn of a■ ■ you can do

2?3堪踊知手、母み」の鏑筐。ウ」1夕街ヱ尭小

をえてくれる。ウズあ佐滋 」では、ドロレ_セ不

思議ら園へ、つれて行支くれる。崎北めとして、横

色、、芝と行(と、→ヤ1午マレゃラfオ弗 力玲レペ

あ伊報格ことにをる。お″いわ尊韓臣門よ、。きび

どんご給ぺたく存ク化作?な―寂 贈になぃ絡.セレ

て、選し、白比とやつ1枚、いt載髄″痛め次を.ト

】x缶 家へ。そも.夢た
。った。「名建とこ談忌と

やさ険」(MAO)と キマt血ば、篠 しtttき3

さ1!とぃう路堪」と〔'弟小t、位と吉ら小、
ぃぃを。他にFatつ小毎嘱どぴニー・rT/r)・

沖 母子露養斬メ到浴?1ほ河毛あ〕松一 .

This ■ itt■ e penny

a danc■ ■写 oenny

See hOW it g■ itter and it

glRttSbrittht as a Whist■e,

i:81iC:号甲魯主:告:景:::.と主モ古をs
3ヮaO鶴報数年亀孫るJa訂数.Bnaく頬詮、香

らな玲孝ttく 、
f路ろユ掬偵。陥t,と説 だ

｀
、

夕wずダ
・)ス。今、ッずとa出ず、ジーン・竹tl一。29



」―>ゃ竹tl夕と乞あげ、M争再?→_.711-ド・ミュ_均ヵlし

ぼ運上。詠使 ん、語 oに 、台レr 瞑ヾ 、M6M終 封己

S._じヵし塚許と隷 晩 _(cMそ した。れ燦 、

ンす8_r),F由 に3貝主ば』で、ッ
ーレ・中卜が、干

“

ぜ一レ印rレズ
fに
おの告白としょうと歌うじ―ン。

・
yoい"ere mearrtわ卜meJと、

・碍ぃ
娯すを一o あ幻島井小わタッデ ルさし、は亀ギみぅ

言批肥軌瀞蚤景
ヽ
S鑑

れキtlン・が阿スンに、窪から、と臨tlとく11、へい

とむぇ、に弦&子ったぃ、名叶||ンitキスセするとヒ

鬼在距fま!承姑範晶1欺銃抗盛索i穐諦
1チ琵る、ッゥ・Tli一の準にやい〔lミ縛銃限 レ1理おんと'難次にして、R沖 舘乾 とせユ寸…

孝うえをfT一 。             1ム うヽtりにちいろいろ初wと >ダ小ごあ,化.っス

fa■ ■

tや一r予

発理頴耳「
‐
1・II■五盗弱■畠L il韓圏1縛第陀、ホ酎〕と靖卦一。F零1わらH抱

妻召歴主 二調 (       ―
i:電
|ムードのマXti角振なん省体一a伯 よ。こ叫tt.

ま 堪 電 ずゴ 独自封h電 ず理田p ‐ |lil NETの国麟 &抽 てコの で見たゎ虐|十とt

5つ の銅費

(THE HVE PINNIES)

ダニイ・ヶイカ!久しよりに出演するこの題 は、アメリカのパン

ド・リーダーととて有名だったレッド・ニヨルズの伝記快重。ニヨ

ルズ〔よ今も健在で出中の トランペットは接自身が政きこんだものだ
力r、なんといってもルイ・7-ム ス トロング、ポブ・タロスピー (
ピングの弟で葉団指拝者)な ど

一注メンパーが勢おいした点が音楽
フアンの見送がせないところ。題名はニヨルズカ竜陰 したパンドの

名で、かってグレン・ミラーなどもその傘下にいた。ケイ:こパーパ

ラ・
Rル
・ゲデス

に髭景

チ十 守 イ・ウエル ドが楽ましている。

Oh,This■ itt■e oenny is l卜
は｀代
!ヽ
yじ
!工
ず
｀
平もdtま 肱 PPiness

t O■ とug h呼
     ワ   I  S h  P D C t e t tに

はうb付 。 とこx、 ギrつ が
て

to see that tears never  i略 脱かr ラヾさオよ とヽ隊死になって差り回るあ小

しさ。右耳物ピ_夕_‐フォー/7が 、やたら
'あ一あ、

わ拗撤 、f空にしの機確 。名 d丸しも 1召蘇
″｀悲1踏には晦 ど|!小卑級す3の時

ヽヽろあ汚。陣ペタや、づじ一?・ゴ qど の好きをラ窃
h47N lき皮る

ク
とゅ こくり とく書支 、【伴 め 宅

セoそtれ、マユニ毒さセoそtれ、マユニ毒 さルド 、扮 抱焼光 電,セ

鷲 、町ぐ親そ・、率ュ の進 t,1締竹 吾あたり、

均 路、シ長yヵ モム拘Fこと言っヱた。
「普屋

体鵠とザは悪t、ことじヱ人と封崎せる。でも。2枚

国☆ヽ Aへ 京七rクはtiいことこじ乙人と或H卜じ

た 」とは。
R画
面いっは 1ヽこあ、3、はる惚セ派

と孝輪岳'【韻 zHf。

空his ■ itt■ e penny

■ast ■ itt■ e penrly

and IILOSt i五 oortant

For this perlny is

and where love  is

ls there

is the

Of a■ 1

■ove on

heaven

花貶、わ 助B幻雛 ば、駒 末切わf亀

郁鏑箋。Fぅっり拶略Jは、暖」刀確働宙 。



「itぜ
'一ぅちドもンーr、ヽtアi._」 !しオ

｀
こ十代せ~1 ‐4」

が、この巳nに あ、ヽれ出ていた。そこへ、IH■

子ムスト臼〉づ毛終張し掛十つ1■て、大r＼、ぜ―

丁ガ 、ぼもの輸 れとおるれ 寸だ
`。
|ユんど1■

:士|十たを一。イ筈|よ.貧鼈彬格f3-一。

tう曲 、に
｀
、 布動ぉし為ヤ棋え、すむたて! うヽr丁|す`

準(〕さよ11、とき吾んだ !`tと衛本頓とく叫tる町

ごしざ」が得きたち各伊華軒ど||と|う、住論ぁよ

||、囲 atデ丁れば
｀
、行商Ⅵいこと1があるさ11と

ぃっ化オプ子ミズムぶ『きたっ`衛とや、又tダ大

文々やゝ 。そ払そ̀ tもヽぃじゃfaい台`。とれでtu

,敦″飾台と範愛るだ1`+でも、妊らるぃょt〕

は、t ぃヽじ■おtiもヽc告 白鳴 t十と
'(布―狂

■卜、オード■。二十Q― !う今の′健には、各

ん小蓉も、為ピ七、七孝毛、仏 、も、'密」Ctt

さ2毛、'竹いん十ぜ。こと思ってるら|十よっウヘ)o

他れ 、ふ|十いに 境`)の節偵
夕Jド|じに暖海込み

の分毛集hiんすみい十び_。 祢 り。

So with 5ust fiVe pennies

of theyPre  these five

pe予舌&?呈・ be a IIL.■■lona■re

とぃクことで式L

tq守今年6R修 日 L々tよ賜勢1,P孫′YAF

十
や
Ｔ
イ
イ
子
万
ヴ
乱

徳
木
吉
春
　
師

７
ヽ
石

轍
イ

の
中

の
生
命
。

子

去
各

ィ

と
は

、
Ｓ

下

、
ホ

ラ
ー
．ゼ
し
て
平ヽ
写
通
り
、ア
すヽ
サ
を
合
め
る
言
葉
で
あ

り
，
者

と
は
、
主
簿
歌
、前
衆
蓉
、合
葡
化
奇
み
塁
ｏ

と
指
す
。

十
ィ
！
ント
藍
へ
の
さ
臨
映
働
の
夕
恐
怖
効
果
ク
と
し
て
、

メ
イ
ク
・マ
ップ
と
レ
ャ
ド
‐
揃
果
が
あ
る
。
Ｘ
ィ
ク
．７
ゥプ
で

は
、
著
の
恐
う
し
い
顔
セ
作
る
ほ
む
為
果
が
上
り
、魯
．客
は
・

よ
う
」ヽド
。
さ
う
し
い
容
れ
を
し
て
右
名
に
お
ヮた
ら
が
、性

格
件
食

、
９
イ
毛
・・Ｔ
合
良

》で
ぁ
る
。
役
は
、
ゴ
あ

浜
と
持
つ雫
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
む
の
復
を
で
、
レこり
わ
け
、

プ
鞍
難
鍛
一額
一祈
宇籍
娯ラ「が

は
後

に
■
２
っ
レ
竹

一ヽい一ュ
タ
イ
ン

」
（
一一字

一年

）
の
徒
作
と
生

み
。

ｓキ
ド
‐
和
嚢
と
は
、影
と
作
る
一）と
に
よ
っ
て
恐
怖
ぼ
と
作
る
の

で
あ
る
。ゥ実
キ
に
憩
却賢
る
多
、猫
匂
彰
、ギ
９
ｔ
あ
ｄイ

＞
そ
の
影
、な
ひ
使
聖
日
は
支
種
夕
格
で
あ
る
。
、正
ら
の新

一果
は
今
日
に
と
使
わ
れ
て
い
る
。

卜
‐先
―
降
代
に
な
る
と
、
上
回
の
効
果
が
、
幅
と
き
か
す
様
にな

る
。
御
為
に、穂
の
叫
ひ
、
雪
鳴
ニ
ア
の
あ
／く≧
Ｂ
、
右
で
の

捧
者
勅
実
が
方
る
。
そ
ｔ
て
、な
観
に
売
れ
ゃ
者
　
ヽ
、
え
克
ほ
．

恐
怖
堀
面
―こ
は
．
イ
午
り
し
い
者
と
共
に
て
、
たス
フ
と
壇
す
。



・ど

と

は
、
や

８
者

響
こ

呼
ば
れ
る
。
十官

予
者

来
〓

の
効

十≡
あ
る
ｏ
☆
蕉
にや
宙
で
者
楽
が
申
・）ヽ
える
つ
た
わ
し

ｉｔｉ
棟
な
い
の
だ
が
、
ゼ
ヽヽ
は
た
礼
か
で
あ
る
。
近
作
柳
；
ｏ
／

二
官
白

の
ｋ
」
で
の
遺

々
と
ｔ
了
後
て
宇
占
【の
場
白

で

・く

時
に
は
″
行

者
ク
に
近

ど

こ

が
あ

り
、
一俊
さ
て
し
き

≡
く
毛
夕
小
，
た
。

主
簿
曲
が
と
憂
予
に
な
っ
た
の
は
、
Ｄ
暦
し
で
あ
り
，
ｔ
Λ
ｔ

て
つ
ほ
と
ん
む
が

、
内
容

ウヽ
し
く
な
い
、
業

ｔ
い
め

が
作

トヮ
れ
て
い
る
。
『
臼
，ズ
マ
リ
ー
の
扶
ｔ
砕
々
は
や
押
磐
讐
尼
』
、

】Ｊ
ヽ
）／
」
化
パ

イ
ａ
〔
長

た
う
も
の
他
ぢ
う
名

最
Ｆ

で
は
、

ゼ
ラ
う
串
ク
を
使

２ヽ
■

に
な
り
、
Ｓ
Ｔ
で
は
、
『
２
少
ク
′
年

■
管
の枚
Ｌ
だ
判寄
じ
（
ｎ
の
オ
し
ン
ン
レ
（共
に
、ス
■
乃
！

一■
１
プ
じ

ク
作
品
じ
が
あ
り

、
六

ラ
ー
で
は

近

年
切
千一ク
マ
／

ス
ト
」
和
ぁ
る
。

こ
こ
で
者
】幻
締
泉
と
く
わ
ｔ
く
あ
げ
ヨ
た
り
に
。竜
作

ヵ
二
と
峡
フヽ
審
玖
ら
公
本
連
夫
登
着
じ
食
料
仰
締
呆
竜

コ
ペ
て
矛
た
い
。
あヽ
作
品
は
、
国
本
の
衣
ヶ
な
い
嘔
立
鬼

守
ｏ
と
と
て
傑
作
で
う
り
、
古
今
の
恐
怖
約
果
が
使
わ
れ
て
い

る
の
で
、Ｌ子
ヽヽ
と
に
お
ｔ
ｔ
ろ
い
。

巻
顕

箕

ヽ
ｔ
ｒ
挺
徒
に
？

て
、犠
ｔ
ｈ
田
園
風
長
和
つヽ
つ

ｔ
ｔ
さ
れ
，と
人
公
、電
い沢
客
弔
が
高
雲
豪
ふ
ら
お
り
て
く
る
。

ゼ

】ヽ！こ
ぶ
ド
さ
る
扶
い
タ
イ
ト
レ
。
と
同
時
に
奇
怪
布
者
空
島

白

面
パ
平
Ｒ
各
せ
け
に
ゃ
そ
の
菊
呆
は
、
Ａ
ノな
い
っ
を
こ
の
場

着

〔
ら

、
斉
客

き
で
は
、
サ
イ
守
ン上
壊
分
惑

伊
が
で
て
本
生

岸
偲
森
ど
の
里
会
い
る
む
、ツ
劣
ツ
ク
す
る
湯
函
が
統
く
。
鞠
ル

卜錠
や
合
後

画
を
む
、
前
果
と
し
て
は
、
幼
果
と
し
て
は
わ

歩
の
物

使
め
れ
て
い
う
場
面
が
あ
り
、
悪
協
決
幻

マ

ン
を
う
な
」り
七
る
。

わ
せ
銃
が
赤
」ゲ
け
で
い
る
か
、
説

明
咋
讐
岳
で
あ
う
つヽ
）
。袋

容

待
び
娯
十
島
や
、嵯
つず
、
な
む
の音
響
勅
実
毛
力
る
。

鐘
パ
虫
る
つ
ｔ
ぶぜ係
は
回
の１ヽ、道
具
勾
石
で
あ
る
）
，特

に
つヽ
在
い
の
は
、
ニ
ャ
ｐ
‐
効
果
の
使
い
う

で
あ
る
ガ
役
単
、
柱

木
業
加
が
、
主
ｆ

の
抜
と
剣

ぐ
場
面

で
、
エ
ャ
フ
を
首
に
た
て

て
、
血
ド
政
き
虫
る
場
衝
ま
で
年
レ
貧
督
昼
守
実
）
、
土
匂
と
け

キ
米

マ
“ヤ
ル
ー
ッ
ト
で
撮
ら
へ
て
ｈ
る
わ
け
で
あ
る
。
工顔
小
２
吹

を
け
決
し
て
白
ウヽ
の
振
に
つ
け
る
窃
作
か
鼻
り
、
そ

大ヽ
飛
ん

で
キた
島
水
、ゼ
の
抜
の
肉
を
，
い
隣
す
と
いう
さ
う
し
過
電

が
で
琶
〔て
、か
む
う
く
Ｄ

最
後
に
は
、
昏
ま
で
夢
揚
し
、き
ヽ
Ｌ
小
近
民
の孝
を
う

い
で
あ
る
ま
み
あ
熊
減
場
面
二
琴
い
く
、
相
冴
輸
果
は
十

▲分
で
あ
る
。（
た
だ
ふう
中
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

おヽ
本々
ｑ
千
れ
た

あ
と
骨
に
な
う
幻
は
、な
ん
と
な
く
白
け
る
。
辞
４血
ｅ
ｒ
フ

七

う
」
の
革

に
、ぼ

少ヽ
ぱ
う
に
な
り
、
欧
れ
し
て
し
ま
う
お

時

か
った
の
で
は
な
い
小
．
七
う
う
ん
だ
々
が
、
ど
ん
を
ん
碁
け
て
い
て

遺
々
は
、
キ
設

ウヽ
ｔ
く
、
博
ら
ず
身

と

の
句
虐
Ｌ
に
ヽ
ウ
町
で

あ
る

じ
今
後
、者
の
劫
界
よ
り
、
複
官
効
果
の方
が
寸
莉
）く
な
的

つヽ
日
が
ギ
翌
念
控
首
に
は
、資
作
♂
颯
を
啄

ワヽ
ー
‐
」
で
七
、

オ
ウ
ド
ッ
ク
ス
に
帰
一ラ
マ
も

ウヽ
い
た
い
こ
の
で
あ
，る

。

者

玄
祇
だ
庁蒋
怖
映
画
と
あ
げ
マ
み
よ
う

ｏ

た
に
主

ｔ
屯

拘
石
パ
フ
の
怪
八
に
は
、
ん
そ
卜
し
通

り
、オ

衆
ヱ
座

に
娯
瑠
ｆ
う
隆
ぺ
物
（
マ
ス
ク
と
ｔ
呼
費
じ
ｐ
悲

勃

亡
お

い
た

し
の
で
、中
イ
し
才ヽ
上
頌
代
で
塔
．主
装
の

ロ
サ

イ４
千

Ｑ
ア
技

と
、
マ
ス
ク
と
と
，
た
あ
啄
で
な
層
ク

て
い
た
ク
ト
‐
宋
―
に
な
る
し

、
オ
ざ
ア
私
ｐ
分
ナ
岳
旬

授

し
て
、作
品
白
体

、
つ
ま
ら
な
＜
袴
っ
て
に
ま
だ

。

イ
軍
ザ
リ
ン
は
、ト
ー
キ
ー
と
え

らヽ
，
た
か
、
ヽヽ
の
納
，

を

見

る
そ
つ
た
ず
け
う
の
で
あ

る

。

“知
ら
れ
き
る
像
作
の
｛フ
に
、
Ｂ
パ
ｔ
卜
・ウ
イ
ズ

監
雪
の
Ｐ
だ
逆
床
あ
ら
，
、た
は
飽
轟立
厘
穫

に
む
】曇
骨
亀
督
沓
牧
だ
も
の
Ｒ
若
箸

統
果
に
よ
る
現
象
↑
力
‐ン
、ド
ち
１ン
ち
ひ
げ
装
Ｔ

研
思
畿
体
者
や
、
一員
法
律
い鶴
き
る
と
０
、
他
）
で‐
、会

袋
セ
沐
む
ら
ハ
す
。
あヽ
快
回
は
、
一蔀

ら
人
途

に
し

（
翌
解
費
れ
ず
に
い
た
Ｎ

．
ハ
日
の
コ

ク
ツ
ゆャ
ス
ト
』
の

た
難
偽
作
品
で
あ
，
た
。

や
亨
ン
Ｈヤス
ト
』
で
は
、主

に
、だ
修
ダ
ー
ガ
イ
ス
上
饗
象

と
な
っ
ワふ

り
尺
●
今

ス
」
て
は
、練

ほ

上
益

組
へ
ｈ
て

１１
３
。
こ
の
愛
残
ぼ

だ
貸
環

が
雅
ん
背
り
、
疾
が
的
代
化

り
、
や
怠
ぷ

で
キ
・た
り
す
る
も
の
で
、倉
燦

に
も
憩

ぅ

て
い
る
士
ヱ
ヽ
が
云
イ
ｏ
θ
畳
曖
ら
ヽ
た
占
を
」
の
二
印
で
代

扶
わ
れ
て
い
る
さ
つ
に
、ヽ
工
分
り
傘
勝
帥
誤
口
は
、担
小便

翔
兵
ど
は
別
に
、
い
峻
″
る
オ
カ
レ
ト
と
主
鰹

と
し
た
作
品

が
占
え
る
０
ち
ろ
う
。
し
か
し
、
会
々
と
し
て
は
、
ブ

ラヽ
ン

々
一二
ュタ

ヤヽ」
＋
ざ
盈
Ｌ
一ご

マヽ

真
の
辞
師
吹

と
し
て
Ｋ
ぅで
は
ｔ
中
の
ネ
あ
き
．

芳
雅
万
中
て
は
も
砿
血
私
ど
ヱ
Ｌ
７
」
を
思
い
ｔ
る
吹
二
処



崎
引
判
■
減
州

十
良
泉
抽

マ
ック
・卜
浮Ｈ降Ｌ杉ドに陛際

′
隣 陶しRIナネKと や大Zあ .れ二と

採口7‐Zホ返するヤ氏逸お 客潮7日 ラ

rイ
エB… ■ギマヽ 1と4上 眼 のために 、いれら押 市民食へが地地には告

訪佐、細しはrじと出し双■Xし ィ鉄であたこ

ととあらためて知ギてホッと寸さ市民造谷」TJう会と柔足

レ.老の場抽号単とに 、破白史o■終ック,大―キ)ヴ
'

|ゴぶろであろう
「/ r I B一 十 ヴマ1 1ンュ屯占祐 で 上映 す

ることにおt)まuに .イ ェ8_汁 ザマtル」が強国唆の

工終ック夫一キン伊
′
に■と実に晴粛"勺な疑崎と竿ち、

他 の乾現ポオー|ミとでぁると異と嵯ゑる埼tあ る

杓 田牟t灼。そうぃわことばが 徴ンた筆理らtl主

とです。わぜれら森ドE末コホ、
~7=X―じヨンと

ぃナ滞は観く要軸囲あみ、は窃固ぐらぃにしぶ

現強砕さ限そい々 、、からで寸。こと号小
・「/fIB一十ブ

マⅢI〉」は、経詫窃おヽせ3ことのみに主gRゎ、ぁるの

てヽ1よなく、詮、t&t者を、サバでど
1-卜
|レスちせ衆

t寝現す島たぁの第専名にすぎみtlとt うヽ、あS

牟 代/イザEI●な農要書従 瑠めたて行品虐ぅ

七める丸 谷第 こにひら拐きと待 背 (レユック)の世

界をと宮,マ毛略 吾|チみtiでtよう。ごうttう煮鯖レ

勝 占内 曳
い揮僧とスク!|一ンの体に探じ寿引ゴ鶴が不幸r3f

約 軸あとすま●|`き。ちが国木子tす、日縮

のことのめに竹ってよt,ま寸。

レ谷し、師 に執切らヤtたさっィ名亀にもう巧貨

文ボントを当こ3こと|ぶ・普加う叢得ことくのに今が
1

-るづぺ冬で十。いトレイドミギ‐に与とtをモ瑚

きとれ飲尭率降あ こ静く、ヽいイル13拘い̀〕t 、ヽき

寸謝たの合 せ々勧衡もの国 に々様識こは、きた

め げ―H恢あ競 に双五邑し、鷲得することによぅて

作られすこ千ィェ0_打 づマt′ン」と感主とtよ、惇畑勘r3

とぅて頒韓体事民と=部璃■8第 一うとを3子いう。

あ "石夕衛幻怒 をtftの 1手工こ―レヨソですじ

絵 ど眼勘が幸名らき記雄丈した花 メーレョンイ

ェ8-オげマリン」をぜひ駐てヽ、に忙
・
きたし、ど思ぃま

寸。

こ,4各
r7日
)



」oFry,An』rews
欲,こ多チ

コう一サ′:手 ツヽヤH右研ば
'し
ょぅとかぃるこの手は。

一 こんな孜ドヒットじて、れ、の名歯も谷Qに 広ま町、
｀
海く日本の2クこ?)に体.によう

を弥 tる。とtを言うも例の毎日毎日揺ほらに毛lざ斜1で、かきけに人前で名前七吉
うと葛りれてしようの紀怖 ちヽ乾弘文HザゎW〕はぃ引Jよ いのだ 。こんなTふ fA―ことが ぁ対
やろ小?とポ持きねが

'ち
こう軸 。十~

句タレハーか′ヽ千コ′ヨーす、し十ンサ取セ寄いたコトガ十イ十~

で'も秘守ど文 ,何 もぱ にヤクギ 映 団 に 工々)てぃるバれた輸 、け 々争 にフまさ晦

ことでtさある。免紛rミ洵さ加減と、、ったら白ハで毛惑じ毎 弾 ある々 はから権道心
ものた
。
。いい年断■…と駒 こともあるが

｀
、1れが 翅々生を申斐なのた

'6
Fス子>ゲ缶ヵド7カギさ一曽と&ったことtあって、tごう妙ョーじヽ・□κ。とtしのことが

'

雑誌によく萩るとうになった。それを昆ぇ、ィうセ
・
、私が一絢 めにあこ,たのtを

ヅメ〕一・7ンドリュースだった、Frxr7イJや『モブレミリー」と角度もを見たゎけ、ぁん
tよ」.R.ヒ|レ監督作品也.たんになァ、ときめで感臨と環くしL。 掛々

S映画フマレ
になるセt/てものキャれ竹が F■●ンド・オザ・ミューラ_クJと鶴児ことにあるのにし`、
狂い約めで'もあるのだ

｀
。窃 、LPと理,ti〕ス4Jレを求めたり、その当時考えうる最

大限の努拘をした。喧材の舗 とヽ争ぅfJぃぅにし、擁翼緊津とにマタ、ンクわしわかった
にお、伽 べz放3と、てれ 3ヽど集まっていない。たた

。
、LPのおぼ小牡t〕力と入向

たo日本で碁売されたものはほとんとやってぃるし、輸入毬毛費,た。ミrッ 角ル・ス
ターとしてが験に惚娘 いたたあたと思ぅ。

X横 蚤 縄 竜揺 ダ1潜 最 1沼 森 離 払 鎖 亀黙 薫 ご
F胡物蝉鞠 公暉卜A長、at由小ら、こ去小ってぃるじ1急白身ゎヮマン雑養毛熱tじttiれ
本体くを,ヱじキ.■台う、1共舌程鼻ち■ってL チヾぃ。文tLtt、篭銘竜払ほしたと申け
ばいざ始ぜ買宝tl執揚ことや、〒レビ

・
のスペレャ1レ者笠lⅢ昧ギ機去じzぃる。こちらに

前翌遠拍文ド体、ヽ 『ッと11…~7>ド`1・―ス・ち8f7」と亀や糧た、ヽものに 。` てうをれば
'

あこい具谷も技hるゎとぃうもの忙｀

二々,に'′いどに
~ノ
ィン・レ7-と 工し、格性 こづ烏 返零ともら,Lこ とし務お.稀 一、乃

ンクラザがあっそ ての公&やっ化のば,ぃっの間に小さ中小得したようだが、会

あと,セつぃそに77レ°レターt出し、t臓 ここ3tこ近華ともらったこと場 る。寄一

二畜が巧卓9てぃるかL起 ぃ想ぃ状とお弓う。
」,マンド11■―ス(水当時

~7ンド|し―ズと科昔+3らしぃ)の):津支tお?とぃうせとにな
ると、は獄盗彦氏n托 、電設落の範茸どと喘一化l報 。rJ崎ニドイザ・ミーン、′?迎や~Fxlに
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1以
'台
軟 後 、1ルゴ埼ヾ 以uに マ1し̀ミム▼宅ラ牛よレ,1レ・じゃ―ュイ」tスタガ 生ド.十>t -ヾ1ど冷明佳あt

LPで 、こにでtルゴは.き3z謝 争じがわぃ永に、ヽに云ぬにでr ゎヾにされた r)の歩ご台ヾ 向
tlhぢら

ぃ的ュⅢⅢ.もうゥ汐オじとわ毛おいイど。w卜し、「日ヽヽ慎の7ォトギ'7」 のLrにそ 、ようやく、【l>ゴ
｀

備 輸 も詐 受 受 、騨 文Ⅲ洵一に の
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'多い。

強多とAP6Rど略 沼桟るF告色的と偉論柏なとの作品ぶある。御年、r冬物程sの整
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+5ぃ。桟 ヱヘ千こ(セ々 美ヾ声に優る。セうだ、ペスト千ンパ第ん46BんどよG
ず 、卜裕 何と乞っそ9 慈 タト地 。ラ体 はそ文をした素此名 、選む敬途。
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角
で，や
り
，た
悟
退
捜
に
耳
を
寸
手
し
さ
ん
す

化
ば

、
い
っ
た
い
な
午
ざ
何
と

し
て
い
る

の
か
が

わ

か
る
は
ず
だ
っ

男

と，
う
が
「花

と

か
か
え
三

唇
こ
た

た
く
」
の
け

岬ノョ
ｔ
と
メ
リ
‐

さ
ん
の
生
螢
ズ
映
臼
の
世
界

の
で
き
ご
と
だ

。
り
＞
ダ
は

コ
つ
た
し

な
リ
ズ
幸
Ｌ
を
迄
枚
す
る
た
の
に
や
っ
て
き
た
キ
古
な
り
の
使

老
需
は
な
い
小
し
、
わ
め
ぼ
く
ほ
愚

ラた
の
背
が

、
差
（は
役
士
は

な
い士
ア
換
臼
と
同
様
の
、
約
年
時
代
●
り
の
使
者

だ
っ
た
の
た
。

歌
小
ら
ス
生
を
ヒ
依
す
る
」ヽと
は
あ
る
者
じ味
で
は
ふ
免
味
よ
い

う
の
た
。
遇
夫
な
数
各
年
つ
ち
ひ
し
パ
れ
屯
象
台
う
け
な
ん

峡期
新
錦
汀
推
陣〕梅筆
申認
緩
餌
席ジ

れ
さ
せ
て
、た
ば
幼
年
森
べ
の
終
僣
づ
行
動
の
よ
う
こ
ぴ
と
か
さ
に

て
る
に
す
ゴ
な
い
も
の
と
な
る
。だ
が
、歌
な
ら
人
生
を
セ
枚
す
る

こ
と
は
可
能
に
し
て
も
、生
活
↑
う
人
生
と
迄
次
す
る
〕ヽと
ま
で

も
が
可
能
を
ろ
う
か
。

森
官
率
は
数
う
。
き
だ
く
古
く
さ
い
感
‘性
に
支
配
さ
れ
た
致

と
、イ
２
奮
床
に
免
ザ
か
七
ず
に
歌
う
。
「先
生
」
の
侯
雑
さ
は
、

麺
の
麻
唇
」ゼ
体
谷
つヽ
ｔ
の
だ
と
呼
フ
の
が
、
ち
ょ
っと
じ
を
こ

ゴ
す
球
レ
さ
ん
す
れ
ば
需
ろ
う
こ
い
う
も
の
だ
。
月先
生
」つ笙

紀
的
ツ
を
一
ざ
七
ン
は
，ヌ
客
と
洒
第
に
く
て
り
つけ
る
。
彼
ら

と
理
解
し
、徳
ら
を
長
ぢ
若
若
お
む
む
」ヽに
も
い
な
し、
と
い
う
告
一

持
と
、ヽ
）わ】で
役
ら
は
さ
れ
せ
る
とヽ
が
で
き
る
の
だ
。
伺
せ
べ
り

歌
牟
０
つ
う
で
は
止
ギ
技
ね
力
長
と
も
つ
と
〔昌
手
の
手
２
●
ク

は
、
し
ら
ふ
の
若
若
に
あヽ
裾
維
さ
を
免
ザ
か
せ
な
い
と
い
っ
７

ク
ロ
バ
ット
に
さ
主
げ
クヽ
れ
る
の
た
。
こ
れ
け
往
４
の
「否
子
」
で
あ

る
ば
力、
り
で
な
く
、
３
つ
た
し
の
不
幸
だ
。

コ
２
苫
か
ら
■不
平
」を
造
技
し
た
結
果
が
、
コ
つ
た
」を
不
幸
・

に
す
る
の
は
、
つ
い
に
生
兆
↑
り
人
生
の
追
故
で
き
な
い事
実

と
ぼ
体
し
て
いる
の
だ
つ
宅

山
口
石
窓
の
発
台
不
ハ
の
コ
ケ
ッ

ト
リ
ー
や
構
日
痔
手
？
〕き
，しゃ
く
れ
訳
り
や
蔵
上
あ
ぐ
み
の

ひ
Ｌ
げ
た
表
幅
は
、
「不
幸
」
の
造
枚
キヽ
れ
た
黎
に
対
す
る
中
り
を

ち
と
、
ｐ
つ
た
」
の
「
不
幸
入
の
せ
い
いっ
け
い
の
売
鵠
を
表
り
し

て
い
る
の
だ
と
、ぼ
ふ

ｓ
い
た
しヽ
。
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士ギレコード屋持角へtってr己こn孝崎,」とぃうしPのッ、竹、′卜とよよう。そこにいるキョ
トンとし化Bの低a子、 それド乙起h々 世。写真を撮った魚と、写真dく僣こと'経山他
念。ぃとはゃ11のrネ′市イBR盈」やrずИ対
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|き、考ぼ 慈去だと宮″【しまえば

'て
れ孝で把路ヾ 、御“n歌 にて角ね秘統払とっき

装Hて、あしろ食ぇ球混たしたものと鰐じさせる。
坊ろし、1うオ公4の手が

は、石感こぬてこル!卜i孜と破。た11したら共毛午懇、ヽが、
/ft

ィド感唯杉xセ支こあたことこなるで楽1てわ没,tギ
｀
、無毒・店に、業 と々、セK

じ妹 こヽも新人致牟らしく一計輸 に歌ってはヽる幸にこと、帽Kらtユドキ、ァとことられ
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身ln私が畳と境ぶへ
末をfa的に た をLLぬ弓ほ

魚磁おえ  求 ォAょ
く能hふ ェロ1オめたとと無され 、事核イtlヘッ想l レ々n―負に組出入れ力●f3
がら、山Ba各 小fィ比t〕網はti転をきんでて戯 るの1孝奮主に憩ら意による。第 で使
ぃ者生じてぃ←徳“ド 、剰よヽ世あヽる料をや嶋ぬをってし孝玲Aに 。軒41体、ぃや:黎
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佃tt怖くおい

く社 aヽ く とばヽに露るのゼD ttln歌 抑態、てもね弁のく瑠)のイメT

繰括評経済逮辞う偽札後と総艇鉄路抗爛
るい― と、ヽあたれ にころ4KH、 一費 して支われの世 。てれ 降 在 n鶴 熔 の世 零 に
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て
鱗 溢 鷲 、

ヽ
縛 R秘

承
メ
轡 1糖 軽 私

・

機 名ヽ芦 徹t安瑠岳換試
号を私騒諮桜
、
名吾玄試頃野三十脚、ヤゴ。Y_t｀わいわ的tt小、 オ負町 多十ぺ'
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一戦浪ィ年一
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キ93、q.15『さH4対碍暫在』主主 ,中公1氏傾み
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懇1轡鮪蒲軟駿椛、
r離勝B頓世、たJ。ゴとN丼宅
崎女紙・れ阻マキ子・管R革 一。後ネし

口ざ′・吉日文L・指師白前・夫る陥揮・7《朝益己なと・q―宮ヒじ桟占―で郵
虫てきて 、歌 鮮 黒 奏 &存 杵 下町 ふ 一ムドう貿 。 あ <」確 tぃ 小ヽ tギんf謙 1作冬

夜 時 、 T88nふ ―ムドぅマ 屯 コ竹1■tズ 捻 F良。早ぃ託 、章子と目子の高議 理単に

タイミレイL岱 地て作ったのだ 。
オq3.ti、3rひ とっNのミ醍ュ士韻こ森担億 仁、古求長子
汁q4‐・4.2q L酪 ぁと小玲継 孜が』と表 =れ 田・吉訳
この必本で1よゃ▼てんっくてん』の種菫食が、ち、坊唐もうまくる〔〕、オーt -ヾ7ク トと
r＼キr、キじ化七tpが 砲白いのに 。`
オ句4.5、2o Fを、ヽg先生断q摂へ耗二と、ぜ

″
こて巧)に ギストЦ圭

汁q4_今 ゃ?ヱ3『求は権で千』(a本 〒じぜ)て、はラ年レギf声 らじぃが 、窄 にし

て 1口も私にことおい。降敏 もヽ,■、『素追kで千」ハ後も、tうままってぃ書ari。

10n暫 _卜a『と作tlのと佑ti〕伍 縫めのじ栞
1壺十七aに

｀
。ttj弓先もNT7(日 本記ど)。
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Lた上のTVポ 熙働出浪の中(1よ̀ 相手tl「S康ねあひ 、後 ぞ其がJが
｀
し、しtaさす。「てん

-7くこ,J」での森昌チヒη」>ビも面白い,fi a
ぷ運頭をtべ【祐苗 。『態t4枚課後atた 滋記っと、灯卜は、弓本とt品村表一重
首で、14年ごとにそ駐も点空くるる。このあ神1、な付のっ。Bゲラム・ビク4_7f仁家の
臼あにしnせc Cttt手枚饗て生』1を、なわゥエうもおヽヽ、で、に めヽる 駐々化1った 。市相閉
キ共約tl・ぃ封弛ふ賀3.托 転に略弓ム′。

ラ子ちゃるのTv詢 虫〕最lょ十手灼〔子掩Nふ Tそ NWの 「スター散塾r」ミ拍靖々 住に置草
神第角ボは湯し【白後、RじくNttVa森 口宙 仁のり1-ズと4_8当t/7る地 ギrf_拭
Fス●―誕生:」aD°ロギェ式 _こ祥R志 怒博 う)に、往“tマ体弘 !瑠せ』tゑ住
長)ぬレギュチ Lを使、Hとしヽと幹じ沐帆化という。て1孝で,終をってぃセド 、籠る、貨
盟也ギ.十=どじ qら年の歌 教に『本とい!母だ

8出のギストとしスよ素寸3とぃ
う秘 が あ.2、 こち弓じ孝抑駐じta小 もしlhず 、 Bれ が 、下Vド 沢 のギじェーこは1

てらぃわね、すで、あ8・札a」レビぃ、ぃマ食わ陣理いス〒一ツ`へと密丸て、、る的
tt十卜のに1。 歩子、ドn永にしヽわコンビ`。
とのイ生.叱 め くてん』ηレギ最 一。『て灼9くてんJが 十だ m白ぃ小とぃぅと、こ
れ キヽ 、存じり,■`勇 く本一ムドうマ )と顕“年って作ぃ小崎。

~rDう
の r臨献そィよ」(れ

と1を.卜く佃ヱるttで、各ろ,をtl卑噴存の1ビ。,七註―f―のキほ急志は
Fll PM凸

ら確 あ名ジ祖レ』砲推
・、じョー組 と一手にひきⅢ■ZいるNT7の h′7■コ

°色ギ・―寸-7_H・、と

ぃぅことぃ、Fてんっくてるユも、当想 、レョー熱 Y_してィ牛られたわl十角りに`。T98o

よ―ょドぅマtょ、化にひさえtiくしヽギう的功欽 中で (結い,ばぃ〉ッリr 夕ヾ+3ので
1.

魚ポニるだ 1`+ゅt仰 、及んは、あ何おに1 ■ヾ及たいに'悩ん博!〕、ムキにち,ktば隠の

やl glイライう奇る!「 生にちは、こんなlこもいっし卜わttんあしヽやってま寸生書zます」と
ヽヽわぷトズぶ鼻もち化られぃ。ムキtゴ角 ヤS/tょ取ん始花ネ▼とすa-1

井          キ           キ

主草子第 々の建斉力とぃう分 、おかしごtよ、 ど のオ生r ~ヾ・Tク トと、五歩畜 /ヾラヽ /ヽ、rゃれ詠

花い。妄卒が 、平力晏名 ンゃ→ぼ静キ の時動物時にとやるの私たら、マにおW

灘 鮮み3気客s蛤擁云釜是篤♂散乱t皆鎌、檎乱、屯係
缶々●Xf3い卜ヽ そta r8A/に,そtbオ. '格 げ re ttxtく ch, 格 ばre

B御 】 ぃし an d  路 は're  M i n e―  ( l Jレ 撮 々一 B Y O L L k  S i X t t e t n》

電居tふとにヽうと、_む、じょ―にせほじみてて、及 んっくてんJでのゑ昌手とaコレじは、

導オaく tデt十〉と くつ,こ泳〉私たぃお、ヘレな碗白章があぅに的tt。役ャ1ょ、釈

B公中壊 1よ、難 11野にぃて、 あarミ内扶たぃに追力あるセt〕フ回じtな、者に
れw☆ど。ぁの′く角f れヾじさ、迄す1、Itttレギーにtと、こ直し、って、貌Maけ です。
″口そL っヽて、おれヽじ玲このコ丁ふnに 。`徒4白今
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― C下 ―一

あチ嬉輸神1打
°・ス私ックa CF〕ず〔1ンのこ丁｀  と 、 みんな、′せnみたぃなれ!ぜ

みたい仏大きな□こあt寸てめ白ぃ。優准蔀嗅が新缶化、御レし露チの強一能洛
ようしく1」aコ代白七やってます。

一一 レコードー

を手ちゃんa母奥tよ.へ つ々 ノヽ+3ことそ、1ホ`ノーヘキの或旺博畝代チ・ほぃ免じヽェレよt〕
tよマッと瞑も、孝マ.やっift〕ヘタ9 /`作■。昭を物認」佑んflkは、い男卜11も
十じ―ツaンの名パ 、はるかに編 ■ヽろぐ功し、。出1宮れ1を_う孝ふa世ち ,al●へ
存で屯、身輪司のひとっっとっtを、他 ぃと・●fT歌 牟卜t,もOR盛 に鶴萱とにる。

弦 色ポ |ドン」他け1よ、1豚形も尊格とギぅスが説チょくて、わt,たぃぃ出ぉの砕
r、キr、矢D残ゎこを子ちゃん、こビッタ11。好許1付叶tよ争,一!しストンのマレレヽジで、もえtttt、
のだ。聞卜し、づりrじ・レコーギ々 ンゲとよく食うのは、ゎら1却3へ今? /`な紳 。

《強eし、りヾ ン F解終 x ttD公 ― x村 田幸予 》
G

いせ にらびく 書 いぅぃ'lドレ ホぶェ とぃけ_3 与ぜ恥与tず
下

論す皆神べ培に
や こ●わh上 し氷そい■くに ぃゼ 1ヽひ

亀し

ａ

ｃ

ヽヽ 七Lぃ 。ド あキほと島 と  な こ 表 に 、、qょ

争 F

夕歩傷易ザ金
ジネ■己 警LFう 事手持イサ

ン
F3a   チ ,そ口そ い

一 能 論 一

鞠 幸ネ主浪で吉春剰選法ミューン市tし.コXキ をて仁]パ書たT`『 十ぃ′?」a tt夕‐

馬ツソ ムヽ称にぶを、∧レfど“あ紀がいいと思う1+で十~'誰小支働あるぶ717

-蛇
L一

いい年眠 、ンとレコ在レ`レじ7忙 イ`ゲ券ス世一一体とと強し、そ、ぃ3のは、
~Pホ
らし

ても私っとも十れ、こと十三`と、白命でヽt輸 ってt、るつttl。1■ど、てが手ことは気t3
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DfA のヽた`。二定体、ぃゎ廃 :募勲としヽヵか、ォトすセちのD残にt/1均ちうや、「そげど中乙
ω後に哲kものをし。升陥 、ひとく重響的におって、めて■とか「労 をさ!十Jる炊
の1な。■ザロンたリパ邪 健りと、世常じみてぃて、酔内ぉ上ネト衣が

8窯いの花ギカ
Bギ  つ手、オトすたちの方が、最414仰 短乃ギ者・紳,均 なくて,コドこたちの方科
春ともに
1。

縞設戦lttn鷲随盤島盟亀と子モ蟹躍tt免ス
ク雛;斜懸
t盟
憔畔球解転げ銚そ偽、スタッ殺働

紘 鎧洗Ⅲ叡颯軌路肇モ3岳じ話急占“者y科巳・号、
f彰
岳こごと鶏 こめLt珠:ェi縄描義鍔祐概堪譜l翼統ふ謡貨絶。7ゲ

そ橘 補F秘繊 諮
ヽ
軌甘せ賛硫舌蛸犠

哲譜及揮魂`キ
のコたちが、断洋一r西争一rとo名式リコ食去党的に、

喪人にr山□己ミ晩んとお夜博ちtこ埼る公」t ぁヽt〕、景たに1よ「社日身手と申る
ムJがある。この手fイ駒 だ。早ぃ者、こ的わことは、フマン課報のあtlよう1弾
でることお確 、ヽ歯孫おぃALiさとォでもしヽLりです。設にも文向Jよ云的む各Ir

てq4‐.暑.8)

カ フ功 ③ by GYA

ン〕あ、ヽ世 、新 魚強 約 れにキけM彫 河式 本 で浅峠ぉ ぶ
Br弓
尚 "|」 客に た。
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